
2023年と2024年の夏は日本各地で記録的な猛暑とな
った。作付けの多くを占める「コシヒカリ」をはじめと
する高温登熟性が低い品種では、白未熟粒の発生による
著しい一等級比率の低下がみられ、コメの品質低下が大
きな社会問題となった。今号では、高温登熟性に優れた
品種の紹介と高温への適応性が増強されるメカニズム、そ
して今後の高品質米生産を展望する。

　品種選択による高温対策は、生産者の対策に費やす労
力を最小限に抑えつつ、高品質なコメを生産できる最も
有効な手段である。近年の登熟期における高温傾向を受
けて、日本各地で高温登熟耐性品種の育成が進められて
いる。農林水産省の「令和５年地球温暖化影響調査レポ
ート」によると、この年の高温登熟耐性品種の作付け割
合は15％であり、今後も作付け割合は増加すると見込ま
れている。日本各地で８月の気温が観測史上最高となっ
た2023年は、ほとんどの県で基幹品種の一等級比率が
低い水準だったのに対し、「新之助」「富富富」「いちほま
れ」「雪若丸」などの高温登熟耐性品種はほぼ例年並みの
一等級比率を示した（表１）。これらの品種は、今後も予
想される高温環境のなかで、高品質なコメを生産できる
潜在能力を発揮したといえる。

　コメが実る穂は、植物体のなかで最も温度が高く（図
１）、登熟が高温下となると特に背白粒や基白粒の発生が

助長される。イネの高温登熟性を増強する方策として、①
穂が高温になっても貯蔵物質の蓄積が正常に行われる“耐
性”②気温が上昇しても穂の温度が上昇しにくい“回避
性”③気温の高い時期の登熟を避ける“逃避性”が挙げら
れる。
①高温耐性：「富富富」「いちほまれ」
　近年、高温に強いインディカ品種「ハバタキ」に由来
し、背白粒を軽減する量的遺伝子座（QTL）Apq 1  を育
種に活用し、「コシヒカリ」の抱える高温感受性の課題を
ピンポイントで遺伝的に改善した「富富富」が富山県で
開発された（小島・2019）。また、福井県で開発された

「いちほまれ」は、高温登熟性に優れる「富山67号」（の
ちの「てんこもり」）を母、食味と収量性が優れる「イク
ヒカリ」を父として育成され、高温耐性のQTLである
qWB 3 、qWB 4  および qWB 6  を保有する（小林ら・
2018）。「富富富」の高温耐性は“強”、「いちほまれ」は
“やや強”と評価されており、進展著しいイネゲノムでの
基礎研究の成果が生産現場での白未熟粒軽減に役立って
いる好例である。
②高温回避性：「にじのきらめき」
　2018年に農研機構で開発された「にじのきらめき」は、

「コシヒカリ」に代表される穂が群落の上に位置する草型
とは異なり、穂が群落内に隠れる草型をしている（図２
Ａ、Ｂ）。このような草型は、穂への直射日光を遮蔽する
効果、止葉の蒸散により群落内に位置する穂を冷却する
効果をもたらすと推察され、その結果、高温条件下で「に
じのきらめき」は「コシヒカリ」よりも穂の温度が上昇
しにくいと考えられる（図２Ｃ）。これまで各品種の高温
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表１　�2023年における各県の基幹品種と� �
高温適応性を有する品種の一等級比率
県 品種 高温適応性 一等級比率（％）

新潟県 コシヒカリ やや弱 4.3
新之助 強 94.8

富山県 コシヒカリ やや弱 50.6
富富富 強 93.5

福井県 コシヒカリ やや弱 80.2
いちほまれ やや強 96.7

山形県 はえぬき 中 31.9
雪若丸 やや強 86.0

全国 コシヒカリ やや弱 50.4
にじのきらめき やや強 61.9

農林水産省　令和５年産米の農産物検査結果（確定値）

図１　�「コシヒカリ」の登熟期の圃場（Ａ）と同じ視野における�
サーモグラフィーによる植物体温（Ｂ）

赤は温度が高く、青は温度が低いことを示す（穂が最も温度が高いことがわかる）

Ａ Ｂ
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登熟性は高温“耐性”として評価されてきたが、イネのな
かには高温“回避性”により高い整粒歩合を維持している
品種が存在する可能性が示され、今後は高温回避性に理
想的な草型が明らかになることが期待される。
③高温逃避性
　高温逃避性については、熟期が異なる早生・中生・晩
生を作付けすることで、高温による品質低下のリスクを
分散できる。新たに熟期が異なる品種育成するのに際し、
これまでに明らかとなっている出穂性のQTLの活用が有
効である。

　本誌５月号（№671）では、高温に強くはない「コシ
ヒカリ」の高温対策を、背白粒の発生を軽減する栽培技
術に焦点を当てて解説した。農地の集約により栽培面積
が大規模化する現状のなかで稲作経営を安定化させるた
めには、ブランド価値は高いが高温登熟性が低い「コシ
ヒカリ」などの基幹品種だけではなく、熟期の違いを考
慮に入れながら高温登熟性が高い多収・良食味品種を作
付けに加える高温対策が必要である。そこで今号では、図
３のような栽培技術や品種選択に耐性・回避性・逃避性
を組み合わせた総合的な高温対策を提案したい。
　栽培技術では、「コシヒカリ」に出穂数日前の“耐暑肥”
を施用することで玄米タンパク質含有率を適度に上昇さ
せ、整粒歩合を向上できる。また“飽水管理”は、１～２
㎝の浅い湛水ののち、土の表面から数㎝の深さまで水が
なくなったら湛水を繰り返す水管理で、高温かつ渇水の

際に、限られた用水で地温の上
昇を防ぐ効果がある。“遅植え
“は、気温が高い時期の登熟を
避け、作付けを従来よりも遅く
することでやや気温の低い時期
に登熟させる栽培技術である。
ただし、近年は想定外の時期に
気温が高い場合や突発的なフェ
ーンに遭遇する年もあるため、
遅植えは必ずしも効果的な栽培
技術ではない点に留意してほし
い。
　品 種 選 択 で は、前 述 し た
Apq 1  などが導入された高温登
熟耐性品種の利用が有効である。
今や高温耐性のあるインディカ
品種を遺伝資源として、良食味
のジャポニカ品種が開発できる
ようになってきた。今後、より

多様な高温環境に適応するためにも、これまで未着手の
遺伝資源から高温登熟耐性遺伝子を見出す研究開発が重
要となる。これまで概念のなかった”回避性“については、
高温に適応した理想的な草型を追求することで、高温耐
性と高温回避性を併せ持つ品種開発が可能となる。さら
に熟期の異なる品種を作付ければ高温に対するリスクを
分散し、かつ経営規模の拡大を図ることができる。栽培
技術と品種選択を組み合わせた高温対策を実施すること
で、経営基盤の安定化や国民の主食であるコメの安定供
給につながると考える。
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栽培技術に関する詳細は2025年５月号の新技術セミナー（12～13ページ）を参照

図２　�出穂後20日頃の「コシヒカリ」（Ａ）と「にじのきらめき」（Ｂ）の圃場と��
「にじのきらめき」の高温回避性を表した模式図（Ｃ）
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